
本宣言書は栃木銀行のサポートのもと作成しております 

●活動のPDCAサイクルの構築

●活動予算の確保

●SDGs経営に関する経営層への研修

●経営層によるSDGsの推進度合いの評価の実施

経営層が自社のSDGsに関する活動の重要性について認識し、経営の一環として積極的に推進いたします。

CO2排出抑制のため、さらなる省エネ・節電を推進します。

●照明のこまめな消灯や待機電力の節約

●LED化の推進

●再生可能エネルギーの導入・利用推進

●工程改善等ロス削減による省エネ推進

●安全衛生マネジメントシステムの推進（リスク評価、目標設定など）

●安全衛生・健康に関する研修（ヒヤリハット研修等）の実施

●安全衛生パトロールの実施

労働災害の防止や、社員の健康維持のために、社員一人一人へ安全・健康に関する様々な機会を提供することに努めます。

●社内の規程・方針の見直し

（性別や障がい、国籍による給与、労働時間等）

●採用条件等の見直し（適切な採用者男女比率等）

●社内教育を通じた周知

性別、障害、国籍、宗教などによる差別の禁止を目的に、多様な人材が活躍できる環境の整備に努めます。

【具体的な取組】

SDGs経営の推進

【具体的な取組】

省エネ・節電

【具体的な取組】

安全衛生

【具体的な取組】

多様な人材活用
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有限会社　高山工業所

代表取締役　高山　和幸 

当社は人間性及び能力の向上に努め、常に改善の意識を持ち、質の高い業務を行う

ことを心掛けております。また、地域社会に貢献し、地域の発展のために寄与することを

目指すことをモットーに、SDGｓに賛同し、持続可能な社会づくりを目指し、当社の企

業価値の向上を目指してまいります。
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